
令和７（2025）年度 病害虫発生予察注意報 第３号 

令和７（2025）年７月 14日 

栃木県農業総合研究センター 

作物名  水稲 

 

病害虫名 斑点米カメムシ類（クモヘリカメムシ、ホソハリカメムシ、イネカメムシ、

ミナミアオカメムシ、イネホソミドリカスミカメ、アカスジカスミカメ） 

 

１ 発生予想 発生量 多い 

 

２ 発生地域 県全域 

 

３ 注意報発表の根拠 

（１） 県内 44 か所で実施した雑草地等における斑点米カメムシ類すくい取り調査の結果、

斑点米カメムシ類の捕獲頭数は平年値の約２倍以上と多かった（表１）。 

（２）カメムシ類の種類・地域別の捕獲頭数（詳細データは省略）は、斑点米に大きな影響

を及ぼすクモヘリカメムシ、ホソハリカメムシは県北中部でやや多い～多く、イネ  

カメムシは県中南部で多い。なお、これまでこの時期には発生が認められなかった  

ミナミアオカメムシが、県南部で捕獲された。 

（３）気象庁の１か月予報（７月 10日発表）によると、向こう１か月の平均気温は高い見込

みであり、斑点米カメムシ類の活動や増殖に好適な条件である。 

表１ 雑草地等における斑点米カメムシ類のすくい取り調査結果 

種名 本年値※１ 平年値※２ 平年比（％）※3 

クモヘリカメムシ 48.34 21.35 226 

ホソハリカメムシ 8.32 4.08 204 

イネカメムシ 0.57 0.02 3,750 

ミナミアオカメムシ 0.16 0 - 

カスミカメ類※４ 543.91 256.39 212 

斑点米カメムシ類 605.98 286.39 212 

※１  県内全 44か所の捕獲頭数の平均値（20回振り/か所）。調査期間は７月７～９日。 

※２ 10か年の平均値（平成 27（2015）年～令和６（2024）年）。イネカメムシ、ミナミアオ

カメムシは４年間の平年値（令和３（2021）年～令和６（2024）年）。 

※３ 平年比（％）＝本年値/平年値×100。 

※４ カスミカメ類は、イネホソミドリカスミカメ、アカスジカスミカメの２種。 

４ 防除対策 

（１）農政部経営技術課の水稲の生育診断速報（７月 10 日発表）によると、早植コシヒカリ

の出穂期は県平均で 7 月 21 日と前年より早い見込みであるため、適切な時期に防除 

する。 

（２）斑点米の発生を抑制するため、出穂期７～10 日後頃（穂ぞろい期～乳熟初期）に液剤

で防除する（表２）。その後も発生が多い場合は７～10 日間隔で１～２回の追加防除

を行う。なお、イネカメムシの発生地域では、令和７（2025）年度病害虫発生予察注

意報第２号を参考に、不稔を抑制するため出穂期に液剤による防除を行う。 

（３）周辺より出穂が早い、または遅い品種・作型では、被害が集中しやすいため防除を   

徹底する。 

（４）斑点米カメムシ類の誘引源となる水田内のイネ科雑草、ホタルイ等を防除する。 

５ 留意事項 

（１）令和７（2025）年度病害虫発生予察注意報第２号（７月８日発表）は県南部のイネカ

メムシを対象としたが、本報は、県全域の斑点米カメムシ類を対象とした情報である。 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/gizyutu/documents/2025_seishin_no4.pdf
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/documents/2025chuuihou2.pdf
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/documents/2025chuuihou2.pdf
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/documents/2025chuuihou2.pdf


表２ 稲のカメムシ類に登録のある主な薬剤（令和７(2025)年６月30日現在） 

IRAC 

コード 

農薬名 使用方法 

希釈倍数 

又は使用

量 

使用時期 

本剤の 

使用回数 

成分 

1B スミチオン乳剤 散布 1000倍 収穫21日前まで ２回以内 MEP 

2B キラップフロアブル 散布 1000～

2000倍 

収穫14日前まで ２回以内 エチプロール 

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 8～16倍 

3A トレボンEW 散布 1000倍 収穫14日前まで ３回以内 エトフェンプロックス 

トレボンエアー 無人航空機による散布 ８倍 収穫14日前まで ３回以内 エトフェンプロックス 

4A スタークル液剤10 散布 1000倍 収穫７日前まで ３回以内 ジノテフラン 

無人航空機による散布 8倍 

4C エクシードフロアブル 散布 2000倍 収穫７日前まで ３回以内 スルホキサフロル 

無人航空機による散布 16倍 

注１ IRAC コードが同一のものは作用点が同じなので連用を避ける。 

注２ 詳細は、「栃木県農作物等病害虫雑草防除指針」を参照。 

６ 蜜蜂被害軽減対策 

（１）斑点米カメムシ類に対する薬剤防除は、水田周辺のミツバチに影響を及ぼす可能性が

ある。地域の養蜂家に薬剤防除日を事前に周知する等の積極的な対応を行う。 

（２）ミツバチの活動が最も盛んな時間帯(午前８時～12 時)を避け、可能な限り早朝又は  

夕方に農薬散布を行う。 

（３）詳細は、「蜜蜂被害軽減対策の推進について（農林水産省）」を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 栃木県で主要な斑点米カメムシ類 

詳細は、栃木県農業総合研究センター 環境技術指導部 防除課 

（℡ 028-665-1244）までお問合せ下さい。 

病害虫情報発表のお知らせは「栃木県農政部 X」、 

「農業総合研究センターホームページ」でご覧いただけます。 

また、「カメムシ防除作戦ホームページ」、「栃木県農業防災 LINE」 

でも情報を発信しています。                    【センターHP】 

イネカメムシ クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ 

ミナミアオカメムシ イネホソミドリカスミカメ アカスジカスミカメ 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/top/tochigi
https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_mitubati/attach/pdf/notice-10.pdf
mailto:@tochigi_nousei
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/index.html
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g05/kamemushi.html
https://page.line.me/756bxcgu?liff.referrer=https%3A%2F%2Fwww.pref.tochigi.lg.jp%2F

